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就業不能保険等の加入実態 

主任研究員 大沼 八重子 

 

はじめに 

令和３年12月に公表された（公財）生命保

険文化センターの「生命保険に関する全国実

態調査」によれば、生活障害・就業不能保障

保険・共済および特約（以下、「就業不能保険

等」と言う。）の世帯加入率は３年前の前回調

査（前回12.0％）と比べ増加し、18.4％、２

割近くとなった
１

。 

近年、生命保険会社や共済団体（以下、「生

命保険会社等」と言う。）で販売が相次ぎ、こ

のように加入者の増加もみられる就業不能保

険等であるが、実際どのような人で加入が進

んでいるのだろうか。本稿では、当研究所が

令和４年10月に実施した「就業不能保険等加

入者調査」をもとに、就業不能保険等の加入

者の属性および加入行動等を明らかにするこ

ととしたい。 

調査概要については、以下のとおりである。 

・調査対象：全国の20～59歳の男女個人で、

令和元年度以降の就業不能保険等加入者 

・調査手法：インターネット調査 

・有効回収数：1,049サンプル（男性735名、

女性314名） 

 

 

１．就業不能保険等加入率 

はじめに、当研究所が対象者を抽出するた

めに実施した事前調査から、就業不能保険等

の加入者の割合はどの程度かを確認する。 

令和元年度から令和４年９月末までに生

命共済・保険へ加入した人１万9,042名に、加

入した生命共済・保険種類について尋ねたと

ころ、「病気・ケガへの備え」が73.9％で最も

多く、次いで「遺された家族への備え」が

34.4％、「三大疾病・生活習慣病への備え」が

26.9％、「働けなくなることへの備え」が

16.7％、「老後への備え」が15.1％、「介護へ

の備え」が11.9％であった。３年半の間に生

命共済・保険に新規加入した人のうち、就業

不能保険等加入者は16.7％を占め、前述の生

命保険文化センターの調査による世帯加入率

（18.4％）に概ね近い結果となった。また、

就業不能保険等の新規加入率は、老後への備

えや介護への備えよりも高く、加入の拡がり

がうかがえる。 
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２．アンケート調査結果 

 加入者の属性的特徴 

 性別・年齢別 

ここからは、本調査の結果から、加入者の

属性等をみていく。 

まず、加入者の性別についてみると、男性

が70.1％、女性が29.9％で男性が多く、男性

は女性の２倍以上となっている。性別・年齢

別にみると、男性は「45〜49歳」が25.6％で

最も多く、次いで「50～54歳」が21.9％、「40

～44歳」が16.6％、「55～59歳」が16.2％とな

っている（図表１）。一方、女性は「40〜44

歳」が20.4％で最も多く、「45～49歳」が

17.5％、「50～54歳」が16.6％、「35～39歳」

が15.6％で続いている。 

 未既婚・子どもの有無 

全体について、未既婚別にみると、「既婚」

が68.4％、「未婚」が31.6％であり、「既婚」

は「既婚（配偶者あり）」が55.6％を占める（図

表２）。子どもの有無別では、「既婚（配偶者

あり）・子あり」が43.5％であり、全体ではフ

ァミリー世帯の加入が多い。 

男女別に未既婚についてみると、男女とも

「既婚（配偶者あり）」が最も多く（男性

69.9％、女性65.0％）、これを子どもの有無別

でみると、「子あり」は男性が48.3％、女性が

32.2％であり、男性はファミリー世帯が約半

数となっている。 

さらに、年齢別にみると、「既婚（配偶者

あり）・子あり」は男女とも30歳代（男性

56.5％、女性36.7％）において割合が最も高

い。保障中核層における、ファミリー世帯で

の加入の拡がりがうかがえる。また、既婚の

うち、女性は「離別等（死別を含む）」の割合

が19.1％であり、男性の10.2％と比べ２倍近

くとなっている。この「女性・離別等」につ

いて年齢別にみると、40歳代・50歳代におい

て、ともに約３割弱（順に26.9％、26.6％）

を占め、特に「女性・離別等・子あり」が40

歳代で21.0％、50歳代で19.0％となっており、

（図表２）未既婚・子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    （注）離別等は、死別を含む。 

子なし 子あり 子なし 子あり

31.6 68.4 55.6 12.1 43.5 12.9 3.1 9.8

全体(n=735) 30.1 69.9 59.7 11.4 48.3 10.2 2.2 8.0

20歳代(n=30) 76.7 23.3 23.3 20.0 3.3 - - -

30歳代(n=115) 24.3 75.7 67.0 10.4 56.5 8.7 2.6 6.1

40歳代(n=310) 34.5 65.5 57.4 11.0 46.5 8.1 1.6 6.5

50歳代(n=280) 22.5 77.5 63.2 11.4 51.8 14.3 2.9 11.4

全体(n=314) 35.0 65.0 45.9 13.7 32.2 19.1 5.1 14.0

20歳代(n=26) 65.4 34.6 34.6 15.4 19.2 - - -

30歳代(n=90) 40.0 60.0 52.2 15.6 36.7 7.8 3.3 4.4

40歳代(n=119) 26.1 73.9 47.1 16.0 31.1 26.9 5.9 21.0

50歳代(n=79) 32.9 67.1 40.5 7.6 32.9 26.6 7.6 19.0

全体(N=1,049)

 
男
性

 
女
性

(単位:%)

未婚 既婚 既婚(配偶者あり) 離別等

（図表１）性別・年齢別 

 

 

 

   （出典）アンケート調査結果より筆者作成。以下の図表（２～13）も筆者作成。 

20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳

男性(n=735) 0.7 3.4 5.0 10.6 16.6 25.6 21.9 16.2

女性(n=314) 3.2 5.1 13.1 15.6 20.4 17.5 16.6 8.6

(単位:%)
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シングルマザーの加入が少なくないことがみ

てとれる。 

なお、「未婚」は男性が30.1％、女性が

35.0％で約３割であり、独身男女加入者の一

定程度の拡がりも確認できる。 

 夫婦の就労状況、未婚者の親との同居状況 

「既婚（配偶者あり）」について、夫婦の就

労状況をみると、男女とも子の有無に関わらず

７～９割が「共働き」となっている（図表３）。 

また、「未婚者」について、親との同居状

況をみると、「親と同居」は男性が48.0％、女

性が43.6％、「親と別居」は男性が52.0％、女

性が56.0％となっており、「親と別居」が少し

上回るものの、親との同居状況に大きな差は

みられない（図表４）。なお、「親と別居」の

約９割が独居となっている。 

 職業、本人年収（夫婦世帯は世帯年収） 

本人の職業について、性別・未既婚別でみ

ると、いずれも正規社員が多く、男性が７～

９割、女性が４～６割となっている（図表５）。

ただし、女性は、「女性・未婚」「女性・既婚

（離別等）」において「非正規社員」（順に

15.5％、16.7％）および「パート・アルバイ

ト」（同14.5％、18.3％）が少なくなく、年収

は「400万円未満」（順に37.3％、48.3％）が

最も多い。所得がそれほど高くない世帯での

加入も進んでいることがうかがえる。 

 

 加入先保険会社・加入チャネル 

 加入先保険会社 

加入先保険会社についてみると、「大手生

保」が43.7％で最も多く、次いで「外資系生

保」が14.2％、「損保系生保」が10.9％、「中

堅等生保」が9.4％、「異業種系生保」が7.1％

となっている（図表６）。「大手生保」および

「中堅等生保」をあわせた国内の大手・中堅

（図表５）本人の職業、本人年収（既婚・配偶者ありのみ世帯年収） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   （※）年収のみ、セグメントごとに、最も高い数値に網掛け 

(単位:%)

正規社員
非正規
社員

自営業
パート・ア
ルバイト

無職・
専業主婦

400万円
未満

400～
600万円
未満

600～
1,000万
円未満

1,000万
円以上

わからな
い

77.4 5.4 8.1 6.8 2.3 26.7 28.5 22.6 8.6 13.6

配偶者あり(n=439) 91.6 1.8 5.7 0.5 0.5 5.9 16.9 39.6 29.4 8.2

離別等(n=75) 82.7 6.7 9.3 - 1.3 21.3 37.3 28.0 5.3 8.0

66.4 15.5 0.9 14.5 2.7 37.3 20.0 10.9 5.5 26.4

配偶者あり(n=144) 57.6 9.0 4.9 20.8 7.6 10.4 18.1 34.7 22.2 14.6

離別等(n=60) 46.7 16.7 6.7 18.3 11.7 48.3 18.3 15.0 1.7 16.7

年収(既婚・配偶者ありのみ世帯年収)

男
性

未婚(n=221)

既
婚

女
性

未婚(n=110)

既

婚

本人の職業

（図表３）夫婦の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※）本人が無職を含む。夫婦のいずれかが「無職(専

業主婦を含む)」である場合を片働きとした。 

(単位:%)

共働き 片働き

子なし(n=84) 76.2 23.8

子あり(n=335) 82.8 16.1

子なし(n=43) 90.7 7.0

子あり(n=101) 88.1 7.9

男

性

女

性

既婚・

配偶者

あり

（図表４）親との同居状況（未婚者） 
 
 
 
 
 
 
 

親と同居

56.4女性(n=110) 43.6

男性(n=221)
未
婚

48.0 52.0

50.0 (88.7)

(単位:%)

独居(「親と別居」

に占める割合)

　　親と別居

48.4 (93.1)
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等生保は53.1％であり、半数以上である。 

 加入チャネル 

加入チャネルについてみると、全体では

「対面チャネル」が88.1％、「非対面チャネル」

が11.9％であり、訪問等による対面での提案

を受けて加入する「対面チャネル」が約９割

を占めている（図表７）。加入チャネルの詳細

は、「保険会社・共済団体の外交員・窓口」が

47.8％で最も多く、「職場を通じて」が13.3％、

「保険ショップ（乗合代理店）」が13.2％とな

っている。 

また、未既婚別にみると、いずれも「保険

会社・共済団体の外交員・窓口」が第１位で

あり、就業不能保険等は生命保険会社等の営

業職員や窓口を通じての加入がメインとなっ

ている（図表８）。同チャネルは、「女性・既

婚（離別等）」で58.3％、約６割を占めるなど、

幅広い層に積極的にアプローチしていること

もうかがえる。なお、「インターネットを通じ

て」は「男性・未婚」で第３位、10.4％であ

り、非対面チャネルは独身男性で多い。 

 

（図表６）加入先保険会社 
 
 
 
 
 
 
 

 
（注）生保の会社区分は、以下の通りとした（区分には、就

業不能保険等の取扱いのない会社も含む)。 
（大手生保）日本、明治安田、第一、住友 
（中堅等生保）太陽、大樹、大同、富国、朝日、第一フ
ロンティア、ニッセイウェルス、T&Dフィナンシャル、
フコクしんらい、ネオファースト、メディケア、はなさ
く、なないろ 
（外資系生保）メットライフ、アフラック、ジブラルタ、
アクサ、プルデンシャル、エヌエヌ、マニュライフ、
FWD、PGF、クレディ・アグリコル、チューリッヒ、
カーディフ、アクサダイレクト 
（損保系生保）東京海上日動あんしん、三井住友海上プ
ライマリー、三井住友海上あいおい、SOMPOひまわり
（異業種系生保）ソニー、オリックス、SBI、イオン・
アリアンツ、ライフネット、楽天、みどり 

大手生保 43.7 7.1

中堅等生保 9.4 4.9

14.2 3.1

10.9 6.9

(N=1,049、単位:%)

大手 ・

中堅等

生保

異業種系生保

共済団体

外資系生保 その他

損保系生保 不明

（図表８）未既婚別・加入チャネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１位 第２位 第３位

保険会社・共済団体の

外交員・窓口(50.2%)

職場を通じて

(15.4%)
インターネットを通じて(10.4%)

配偶者あり

(n=439)

保険会社・共済団体の

外交員・窓口(43.3%)

保険ショップ（乗合代理店）

(15.7%)

職場を通じて

(14.1%)

離別等(n=75)
保険会社・共済団体の

外交員・窓口(52.0%)

職場を通じて

(16.0%)

保険ショップ（乗合代理店）

(10.7%)

保険会社・共済団体の

外交員・窓口(50.0%)

保険ショップ（乗合代理店）

(11.8%)

職場を通じて

(9.1%)

配偶者あり

(n=144)

保険会社・共済団体の

外交員・窓口(49.3%)

保険ショップ（乗合代理店）

(13.9%)

職場を通じて

(12.5%)

離別等(n=60)
保険会社・共済団体の

外交員・窓口(58.3%)

保険ショップ（乗合代理店）

(15.0%)

職場を通じて、1社専属の

「保険ショップ・保険代理店」

(6.7%)

男

性

未婚(n=221)

既

婚

女

性

未婚(n=110)

既

婚

（図表７）加入チャネル 
 
 
 
 
 
 
 
 

88.1

47.8

13.3

13.2

6.8

4.5

2.6

非対面チャネル 11.9

8.6

3.3

対面チャネル

　  (N=1,049、単位:%)

職場を通じて

保険会社・共済団体の外交員・窓口

保険ショップ（乗合代理店）

1社専属の「保険ショップ・保険代理店」

独立系ファイナンシャル・プランナー等

銀行や郵便局の外交員・窓口

インターネットを通じて

申込書を郵送
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 加入検討プロセス 

 加入検討のきっかけ 

加入検討のきっかけについて、加入チャネ

ル別にみると、「保険会社・共済団体の外交

員・窓口」からの加入者は「共済・保険各社

の外交員・窓口の勧誘」が36.3％で最も多い

（図表９）。また、「保険ショップ（乗合代理

店）」からの加入者は、「結婚・出産」および

「テレビＣＭなど広告・宣伝等から興味をも

って」がともに23.2％で最も多く、次いで「災

害や感染症などで一時的に就業できなくなる

事態が多く発生しているため」が20.3％とな

っており、コロナ禍の影響もうかがえる結果

となっている。なお、独立系ファイナンシャ

ル・プランナー等は、「結婚・出産」が42.6％

で突出し、新生活に向けた生活設計等への適

切なアドバイスを求めて利用が進んでいるも

のと推察される。 

（図表10）未既婚別・加入した理由（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１位 第２位 第３位

預貯金等では不十分(29.0%) 頼れる人がいない(24.9%)
公的保障だけでは不十分

(22.2%)

配偶者あり

(n=439)
家族の生活を守るため(52.2%)

住宅ローン等で家計が苦しくなる

ため(37.5%)
預貯金等では不十分(24.8%)

離別等(n=75) 預貯金等では不十分(29.3%) 頼れる人がいない(26.7%)

公的保障だけでは不十分、住宅

ローン等で家計が苦しくなるた

め、家族の生活を守るため

(25.3%)

頼れる人がいない(37.3%) 生活設計のため(30.9%)
住宅ローン等で家計が苦しくなる

ため(28.2%)

配偶者あり

(n=144)

住宅ローン等で家計苦しくなるた

め(37.5%)
家族の生活を守るため(34.0%) 預貯金等では不十分(28.5%)

離別等(n=60)
頼れる人がいない、家族の生活

を守るため(31.7%)

公的保障だけでは不十分

(28.3%)

住宅ローン等で家計が苦しくなる

ため(25.0%)

女

性

未婚(n=110)

既

婚

男

性

未婚(n=221)

既

婚

 

（図表９）加入チャネル別・加入検討のきっかけ（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１位 第２位 第３位

保険会社・共済団体の

外交員・窓口(n=501)

共済・保険各社の外交員・窓

口の勧誘(36.3%)
結婚・出産(18.8%)

身近な人や職場の勧め

(17.6%)

職場を通じて(n=140)
身近な人や職場の勧め

(33.6%)
結婚・出産(19.3%) 就職・転職(17.1%)

保険ショップ（乗合代理店）
(n=138)

結婚・出産、テレビＣＭなど広
告・宣伝等から興味をもって

(23.2%)

災害や感染症などで一時的に

就業できなくなる事態が多く
発生しているため

(20.3%)

身近な人や職場の勧め、自分

や身近な人が病気やケガで仕
事ができなくなったこと

(19.6%)

1社専属の「保険ショップ・
保険代理店」(n=71)

共済・保険各社の外交員・窓
口の勧誘(25.4%)

就職・転職(21.1%) 結婚・出産(19.7%)

独立系ファイナンシャル・

プランナー等(n=47)
結婚・出産(42.6%)

テレビＣＭなど広告・宣伝等か
ら興味をもって、銀行や郵便

局の外交員・窓口の勧誘
(17.0%)

身近な人や職場の勧め

(14.9%)

非
対

面

チ

ャ

ネ
ル

インターネットを通じて
(n=90)

身近な人や職場の勧め、テレ
ビＣＭなど広告・宣伝等から興

味をもって(26.7%)

自分や身近な人が病気やケガ
で仕事ができなくなったこと

(24.4%)

就職・転職(21.1%)

対
面

チ

ャ

ネ
ル
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一方、「インターネットを通じて」からの

加入者は、「身近な人や職場の勧め」および「テ

レビＣＭなど広告・宣伝等から興味をもって」

が26.7％で最も多く、「自分や身近な人が病気

やケガで仕事ができなくなったこと」が

24.4％、「就職・転職」が21.1％で続いている。

非対面チャネルからの加入者は、身近な人や

広告媒体から商品情報を提供されたことが加

入検討のきっかけとなっているようである。 

 加入した理由 

加入した理由について、未既婚別にみる

と、「既婚（配偶者あり）」は、男女とも、上

位が「家族の生活を守るため」「住宅ローン等

で家計が苦しくなるため」となっている（図

表10）。一方、「未婚」は「預貯金等では不十

分」「頼れる人がいない」、「離別等」は「預貯

金等が不十分」「頼れる人がいない」「家族の

生活を守るため」といった理由が上位であり、

未既婚別にみた加入理由には差異がみられ

る。 

 

 生命共済・保険の加入状況 

就業不能保険等加入者が加入している保

険種類から、「死亡保障」と「医療・がん保障」

の組合せを未既婚別にみた。「既婚（配偶者あ

り）」は子の有無に関わらず、「就業不能保障

＋死亡保障＋医療・がん保障」が「男性」で

約７～８割、「女性」で約６割となっている（図

表11）。一方、「未婚」は、「就業不能保障＋死

亡保障＋医療・がん保障」が、男性で約５割、

女性で約３割であり、「既婚」と比べ、死亡保

障商品への加入割合が低い。特に、「女性・未

婚」は、「就業不能保障＋医療・がん保障」が

55.5％、生存保障に重点をおいた者が半数以

上を占める。 

 

 契約内容確認活動を受けた経験 

生命保険会社や共済団体がアフターフォ

ローの活動として、加入後にサービス・情報

提供などを行う契約内容確認活動（以下、「確

認活動」と言う。）を受けた経験について尋ね

た。確認活動について「受けたことがある」

は65.9％、「ほぼ毎年受けている」が40.3％と

なっている（図表12）。加入チャネル別にみ

ると、「保険会社・共済団体の外交員・窓口」

からの加入者は「受けたことがある」が

76.9％、「ほぼ毎年受けている」が52.5％と

なっている。 

 

  

 

（図表11）加入している共済・保険種類の組合せ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単位:%)

就業不能
保障

就業不能保
障＋死亡保障

就業不能保
障＋医療・が

ん保障

就業不能保
障＋死亡保障
+医療・がん

保障

3.6 4.1 39.8 52.5

1.4 2.3 13.0 83.4

子なし(n=84) 2.4 2.4 20.2 75.0

子あり(n=355) 1.1 2.3 11.3 85.4

1.3 2.7 36.0 60.0

7.3 0.9 55.5 36.4

2.8 6.3 27.1 63.9

- 3.3 35.0 61.7

子あり(n=44) - 4.5 27.3 68.2

女
性

未婚(n=110)

既
婚

配偶者あり(n=144）

離別等(n=60)

男
性

未婚(n=221)

既
婚

配偶者あり(n=439）

離別等(n=75)
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 今後加入したいチャネル 

今後新たに生命共済・保険に加入する場合

の加入チャネルについて尋ねたところ、「訪問

型」が48.2％で最も多く、次いで「来店型」

が18.4％、「インターネット・郵送」が11.8％、

「Zoom等を活用したオンライン面談型」が

8.8％となっている（図表13）。 

 

３．考察 

 幅広い層でニーズがある就業不能保険等 

これまでみてきたように、就業不能保険等

加入者は、現状では子どものいるファミリー

層が最も多く、年齢別では男女とも30歳代の

家族形成期層で割合が高くなっていた。その

加入理由は「家族の生活を守るため」「住宅ロ

ーン等で家計が苦しくなるため」であり、世

帯主の責任から加入が進んでいることが明ら

かになった。また、加入者のうち未婚の男女

は３割強であり、一定程度のボリュームで加

入が拡がっていることも確認できた。未婚の

男女は、「預貯金等が不十分」「頼れる人がい

ない」などを加入理由しており、病気やケガ

によって働けなくなった場合の減収を補って

くれる家族等がいないために、自分で備えて

おく必要があると考えたことが加入につなが

っているようである。 

さらに、女性のうち「離別等」は約２割を

占め、そのなかには子を持つ者が少なくない

ことも明らかになった。仕事と子育てを一人

で担うシングルマザーも、就業不能による収

入減少に不安を抱える層であり、子どもの学

費や食費などの生活費の確保を目的に加入が

進んでいると推察される。 

これらの結果から、就業不能保険等は、幅

広い層でニーズがあることを確認できるとと

もに、共働きや未婚の増加など家族構成の変

化も加入が進む要因の一つであると考えられ

る。また、シングルマザーや女性の未婚者は

非正規社員で所得が高いとは言えない者が少

なくなく、経済的余裕のない層でも加入が進

んでいることも確認できた。就業不能保険等

は、収入の多寡に関わらず様々なライフスタ

イルでニーズがあり、今後より加入が拡がる

ことを期待できる商品と考えられる。 

 

 直接相談したいというニーズは根強い 

就業不能保険等は、大手生保や中小生保と

いった国内の大手・中堅生保が牽引している

ことや、約９割が対面チャネルを通じた加入

であること、対面チャネルの中心は「保険会

社・共済団体の外交員・窓口」であることが

明らかになった。就業不能保険等は、生命保

険会社等の営業職員・窓口が訪問等を通じて

様々なライフスタイルの潜在的な需要を掘り

起こすことにより加入が拡がっているようで

（図表13）今後新たに生命共済・保険へ加入する場合

の加入チャネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図表12）契約内容確認活動を受けた経験 
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外交員・窓口(n=501)

76.9 52.5

上記を除く(n=423) 57.7 29.3

50.4 28.8

受けたことがある

対面チャネル(n=924)

非対面チャネル(n=125)

全体(N=1,049)
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ある。また、今後加入したいチャネルは、営

業職員が足を運ぶ「訪問型」を希望する者が

約半数を占めた。就業不能保険等の加入チャ

ネルの中心は「保険会社・共済団体の営業職

員・窓口」であり、加入チャネルの選択肢が

広がってはいるが、生命共済・保険の加入時

には営業担当者等に直接じっくり相談して加

入検討したいとするニーズは根強いことが、

今回の就業不能保険等を中心とした調査を通

じて示されたと言える。 

 

 就業不能保険等の必要性は世帯構造やラ

イフスタイルによる影響を受けにくい 

就業不能保険等の加入者のうち、「男性・

既婚」および「女性・既婚」は、その多くが

遺族保障を主目的とする死亡保障、および生

存保障商品である医療・がん保障に加入して

いた。一方で、「未婚」は男女とも「既婚」に

比べ、死亡保障への加入が減少し、医療・が

ん保障といった自分のための保障との組合せ

が多いことを確認した。死亡保障商品への加

入は、世帯構造等に影響を受けるが、就業不

能保険等は、医療・がん保障と同様、世帯構

造やライフスタイルによる影響を受けにくい

商品と考えられる。人口減により生命保険市

場の拡大が見込めないなか、就業不能保険等

は、若年層や未婚者層等の潜在顧客の掘り起

こしが期待される。 

 

 確認活動等のアフターフォローが就業不

能保険等加入者の増加につながっている

可能性 

加入チャネルが「保険会社・共済団体の外

交員・窓口」であった人の約８割が確認活動

を受けた経験を持ち、その半数以上が同活動

を毎年受けていることが明らかになった。同

チャネルからの加入者の加入検討のきっかけ

は、「共済・保険各社の外交員・窓口の勧誘」

が約４割弱（36.3％）であり、2000年以降保

険金不払い問題を契機として取り組んできた

継続的な確認活動といったアフターフォロー

が就業不能保険等の加入拡大につながってい

る可能性を示している。継続的な確認活動に

ついては、拙稿（共済総研レポート№147

（2016.10）参照）において加入先保険会社と

既契約者との関係強化を図る効果があること

を示した。生命共済・保険の販売は、契約し

て終わりではなく、加入後の定期訪問によっ

て利用者のニーズを掴むタイミングを逃さな

い活動が重要であることを再確認する結果と

なっている。 

 

おわりに 

今回の調査結果から、就業不能保険等は

様々なライフスタイルにニーズがあり、就業

不能保険等の加入者が今後拡がる可能性を期

待できることが明らかになった。就業不能保

険等は、共働きや単身者の増加など家族構成

の変化も加入が拡がる一因であるとも考えら

れる。また、就業不能保険等は、確認活動を

通じて保険会社・共済団体等の営業職員・窓

口から加入が進んでおり、生命共済・保険の

販売が対面でのコミュニケーションやアフタ

ーフォローによる信頼関係の構築が重要であ

ることも示された。新型コロナウイルスの感

染拡大により、対面営業の自粛を余儀なくさ

れたなかでも、共済・生保各社はオンライン

を併用することで利用者との関係維持に努め

てきた。人口減少など市場の縮小がすすむな

かで、生命共済・保険事業は若年層のマーケ

ットをどのように開拓していくかが課題であ

り、今後の就業不能保険等への取組みが期待

される。確認活動等を含めた利用者の維持・

深耕等、今後の生保等の販売動向に注視して

いきたい。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c715370523730000037002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003030005143306f0020004100630072006f00620061007400390020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f306a3057ff0830a430f330b930c830fc30eb3057306a3044ff1a004400467cfb004400480050003430d530a930f330c83001004600477cfb0032003530d530a930f330c8ff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


